
令和元年度日立市教育研究会先進校等調査派遣研究報告書  

日立市立  塙山小学校  教諭  岡田  由華  

１  派遣期日  令和元年１１月２２日（金）  

２  研修先   学校名  東京都立川市立上砂川小学校  

  現在地   東京都立川市上砂町５－１２－２  

https://www.tachikawa.ed.jp/es19/ 

３研修内容  

（１）視察校における研究への取り組み  

研究主題：これからの社会を生き抜く  情報活用能力の育成  

         ～プログラミング的思考・情報モラルを育む授業を通して～  

 立川市立上砂川小学校（以下，上砂川小学校という。）では,平成 30・31 年度東京都教育委員

会プログラミング教育推進校として，1 年生からプログラミング教育に取り組んでいる。研究

主題に「これからの社会を生き抜く情報活用能力の育成」を掲げ，「プログラミング的思考」と

「情報モラル」の育成を通して，人のため・社会のためにプログラミングする児童の育成を目

指した実践を行っている。  

 ①プログラミング的思考について  

  上砂川小学校では，小学校におけるプログラミング教育は，コーディングスキルの育成を

目指すものではなく，子供たちが将来どのような職業に就くとしても時代を超えて普遍的に

求められる「プログラミング的思考」の育成を目指すものであると考え，プログラミング的

思考を次のように定義している。  

 日常生活の中で「今より，もっとよくしたい」という課題を発見し，その課題を解決す

る手順（アルゴリズム）を，コンピューターやロボットを活用して実行するにはどうした

らよいか考えること。  

 ②プログラミング的思考を育む流れ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  このように，教科・領域等の学習におけるプログラミング体験を通して，「プログラミング

って楽しい！」「プログラミングって便利！」という感覚を育むことで，次の段階に進むため

の素地を養うことを目的としている。  

 ③モラル教育について  

  児童を取り巻く ICT 環境が急激に変化しており，「プログラミング的思考」と，「情報モラ

ル」を育成することが必要である。上砂川小学校では，情報モラルを年間指導計画に位置付



け特別の教科道徳や特別活動の中で系統的に指導することで，「自分も人も大切にできる」児

童を育成する。  

（２）視察校における授業実践  

①  ５学年  算数「正多角形と円」  

  使用プログラミング教材：プログル  

 「正多角形のきまりをたしかめよう」ということを学習課題として設定していた。正多角形

を正しく作図するためには，全ての辺の長さと全ての角の大きさを等しく作図しないといけな

いため困難であるが，プログラミングを活用することにより簡単に作図でき，プログラミング

の便利さが伝わる授業だった。また，正多角形を作図するプログラムを作るためには，正多角

形についての正しい知識が必要となり，これまでに学習した正多角形についてのきまりを確か

めながらプログラミングしていた。  

 

②  ６学年  音楽「和音にふくまれる音を使って旋律をつくろう」  

  使用プログラミング教材：Scratch3.0 オフライン版  

 友達の旋律と組み合わせて，まとまりのある４小節の旋律をつくろうということを学習課題

として設定していた。プログラミングを活用して旋律づくりをすることによって，楽器を演奏

する技能の差が関係なくなり，児童全員が旋律づくりに取り組みやすくなるということが最大

の利点であると感じた。また，考えた旋律をすぐに再生し，みんなで聞くことができるので，

友達の旋律と組み合わせやすく，活発に活動する姿が見られた。  

 

上砂川小学校では，次のようなプログラミング教材を紹介していた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  感想  

 昨年度からプログラミング教育に取り組んでいるということもあり，プログラミングをする

ことが目的ではなく，手段として活用する姿が見られた。学年によって，様々なプログラミン

グ教材を使い分けており，活用方法についても，たくさんの授業実践が見られ，とても勉強に

なった。どの教室にも，大型モニターとプロジェクターが１台ずつ設置されており，プログラ

ミング教育を進めていくためには，教室の環境整備が必要だと改めて感じた。来年度から始ま

るプログラミング教育だが，教員側もまだまだわからないことが多い。しかし，上砂川小学校

では，「１人で１０進む研究よりも，１０人で１進む研究」を合い言葉に研究を進めていた。ど

の学校でも，上砂川小学校のように全教員が手を取り合って，来年度のプログラミング教育の

全面実施に向かって少しずつ進んでいけたらよいと感じた。  


